
SignalWizard:

全チャネル・テスト・

テクノロジ(SDH)

プロダクト・ノート

 SDHテクノロジの役割は進化しつつあります。ネット
ワーク・エレメントは、スイッチングおよび多重化とと
もに、グルーミング機能を組み込んでいます。ネット
ワーク・エレメントがアクセス・ネットワークに配備さ
れるにつれて、コア・ネットワークの帯域幅は効果的に
使用できるようになりました。インストール、運用試
験、およびトラブルシューティングの費用効率を上げる
必要がある場合に、このようなネットワーク・エレメン
トについて十分かつ効果的なテストを確実に行なうに
は、テストの新しい技術が必要です。

マルチサービス統合プラットフォームで、伝送パスの
ルーティングを十分にチェックするために信号内の各
チャネルを連続してテストすると、時間がかかり効率的
ではありません。生産性を向上するための明確なソ
リューションは、測定の正確さを損なうことなく、1度の
テストですべてのチャネルを同時にモニタすることで
す。

Agilentのポータブルな伝送テスト・セットの新しいファ
ミリでは、最新の全チャネル・テスト・テクノロジを提
供します。最高192チャネルを同時に、10Gb/sで継続し
て、AU-3/AU-4レベルまでの粒度でモニタすることがで
きます。このプロダクト・ノートでは、ネットワーク運
用費の削減およびネットワーク・サービスの品質向上に
このテクノロジを適用する方法について説明していま
す。
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図1. ネットワーク・エレメントの進化

はじめに

るサービス信号のタイプを含む、
各チャネルのステータスを伝送す
るトラヒックが識別されます。次
世代統合プラットフォーム、アド
ドロップ・マルチプレクサ、およ
びディジタル・クロス・コネクト
などのネットワーク・エレメント
を、正確かつ効率良くテストする
必要がある場合、この程度の精密
レベルが必要です。

52Mb/sから10Gb/sまでのすべての
SDHレートで、イン・サービスと
アウト・オブ・サービスの両方で
同時にモニタリングできます。こ
の機能は、SignalWizard機能によ
り可能となります。この機能を有
効にすると、SignalWizardによっ
て以下が自動的に実行されます。

• 有効なSTM-n信号のライン・
レートおよびチャネル構造を検
出します。標準チャネルと連結
チャネルを複合するSTM-n信号
が含まれます。

• ライン信号とすべてのAUチャ
ネル(192まで)を、エラー、ア
ラーム、ポインタの動作につい
て同時にモニタします。

• 装備されていないチャネル、お
よび装備されたチャネルで伝送
されるサービス信号のタイプを
表示します。

• ネットワーク内のパス・ルー
ティングのエラーを識別した
り、ターゲット・パス・トレー
ス・メッセージに含まれるサブ
ストリングによって検索する、
リストや検索ツールを提供しま
す。

テストの観点から、このテクノロ
ジは、問題のよりすばやい解決と
サービス品質の向上のために、イ
ン・サービスおよびアウト・オ
ブ・サービスのモニタリングに使
用することができます。

今日のネットワークにおけるトラ
ヒック量の増加、およびトラヒッ
ク・タイプの多様性に対処するた
めに、伝送システムは進化し続け
ています。最新のネットワーク・
エレメントは、長距離伝送ネット
ワークの帯域幅を最適に使用する
ために、音声、データ、および映
像のサービスを統合し、効果的に
集中させます。

これらのネットワーク・エレメン
トは、複数のマルチプレクサ、光
ネットワーキング、およびスイッ
チングのすべての機能を単一のプ
ラットフォームに統一し、一般的
にAU-3/AU-4のグルーミング粒度
に対応する、多様なインタフェー
スおよび帯域幅をサポートしま
す。トラヒックの量および多様性
が拡大されると、顧客の需要を満
たすためには、迅速なプロビジョ
ニング、短期間の運用試験、およ
びサービスの差別化に対するニー
ズについて考慮する必要がありま
す。

Agilentの次世代SDH/SONET伝送
テスト・セット(フィールド用ポー
タブル・タイプ)は、最高192チャ
ネル(すべてのAU)を同時に、継続
的にモニタリングできるテスト・
プラットフォームを提供します。
これにより、SDH受信信号のライ
ン・レートとチャネル構造を自動
的に識別して、すべてのチャネル
でエラー、アラーム、およびポイ
ンタの動作についてモニタするこ
とができます。さらに、搬送され

次世代プラットフォーム

トリビュタリ(STM-16)

ライン・インタフェース
(STM-16)

従来のMUX/DEMUX

トリビュタリ(STM-16)

ライン・インタフェース
(STM-16)

入力チャネルはすべて、単一
の高速ライン信号に多重化さ
れます (装備されていない
チャネルも含みます)。

高速ライン信号の帯域幅を最
大限に活用するために、装備
されていないチャネルがグ
ルーミングにより削除されま
す。スイッチング機能によ
り、個々のチャネルは、入力
から出力に選択的にルートさ
れます。
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イン・サービス・
モニタリング

伝送テスタには、統合プラット
フォームの入力側と出力側の両方
のポートで、信号の完全な構造を
参照することができます。つま
り、テスト・プロシージャを実行
する前に、統合プラットフォーム
のクロス・コネクションの完全な
詳細は必要ありません。

例えば、新しいネットワーク・エ
レメントの運用試験を行なう場
合、SignalWizardを使用して、
ネットワーク・エレメント経由の
パスがすべて適切に設定され、エ
ラーが発生することなく処理を行
なっているかどうか、すばやく判
別することができます。

さらに、顧客のサービス・パ
フォーマンスが低下した場合、顧
客のチャネルでのみエラーが発生
しているのか、または他のチャネ
ルでも発生しているのかが、
SignalWizardによって直ちにオペ
レータに表示されます。

イン・サービス・モニタリングを
実行する場合の、伝送テスト・
セットおよび被測定通信システム
の一般的な接続図は、図2に示し
ています。

ネットワークのモニタ・ポイント
に接続した伝送テスト・セットに
より、レシーバは、ネットワー
ク・クロックに自動的に同期しま
す。

キーを2回押すだけで、テスト・
セットの全チャネル・モニタリン
グ機能にアクセスできます。必要
とするSTM-n信号がテスト・セッ
トの適切なレシーバ・ポートに接
続されたら、測定器のフロント・
パネルにあるSmart Testボタンを
押します。

図2. 一般的なイン・サービス・テスト接続

SDHライブ信号のイン・サービ
ス・モニタリングは一般的に、伝
送に関する問題のトラブルシュー
ティング、新しいSDH伝送システ
ムとサービス・パスの運用試験 (設
定)、およびルーチンの保守チェッ
クを行なう際に実行します。信号
源の全チャネルを自動的に識別
し、同時にモニタすることができ
るため、ネットワーク・パフォー
マンスの検証を迅速に行なうこと
ができます。これにより、より多
くの問題を速やかに、かつ容易に
検出することができ、誤りを拡大
するプロシージャ(アクティブに
なっている)の数を減らします。ま
た、SignalWizardは操作が簡単で
あり、ネットワーク担当者は、複
雑なテスト・プロシージャを設定
することなく、迅速かつ容易に問
題を発見できます。

多チャネルSDH/SONET信号

カスタマ・
サービス

SDH/SONET

サービスMUX SDH/SONET

高速伝送

エレメント

DWDM

エレメント

伝送
ネットワーク



4

ライン信号ビューア

検出したSDH信号が表示されます
(STM-64/12/4/1/0およびSTM-1e/0e)。
J0トレース・メッセージを検出した場
合、これも表示されます(16バイトおよ
び64バイトのメッセージ形式をサポー
トしています)。 セクション・ビューア

リジェネレータおよびマルチプレクサ・セク
ション・レベルの信号に関連する、以下のよう
な結果情報が表示されます。

• 同期ステータス・メッセージ(デコード済み
S1バイト)

• B1、B2、およびMS-REIエラー・ステータス
• MS-AISおよびMS-RDIアラーム・ステータス

(LOS、LOF、およびOOFアラームは、測定器
のフロント・パネルのLEDに表示されます)

AUチャネル・ビューア

信号で検出された各AUチャネルには、チャネ
ル・ステータスを要約した専用のボックスがあ
ります。TUマッピングを伝送するAUチャネル
は、下線のあるサイズ指示でハイライトされま
す。帯域幅のマッピングには下線がありませ
ん。

各ボックス内に表示されるサイズ指示はチャネ
ル・サイズ識別子であり、3はAU-3、4はAU-

4、4cはAU-4-4c、16cはAU-4-16c、64cはAU-

4-64cを示します。非標準連結チャネルは検出
されて表示されますが、このチャネルのエラー
またはアラームはレポートされません。装備さ
れていないチャネルは、グレー表示されます。

チャネル構造内のポインタ動作は、背景が点滅
する青色のAUで示されます。

選択したAUチャネルのビューア

選択したAUチャネルに関連する、以下のよう
な結果情報が表示されます。

• チャネルで伝送されるペイロード(トラヒッ
ク)のタイプ(デコード済みC2バイト)

• B3およびHP-REIエラー・ステータス
• AU-AIS、AU-LOP、およびHP-RDIアラー
ム・ステータス

• 検出したポインタ調整のインジケータ

色分けされた結果キー

緑 テスト開始以降、検出されたエラーおよびア

ラームはありません。

赤 現在検出されているエラーおよびアラーム

黄 現在検出されたエラーおよびアラームはありま

せんが、以前の測定では検出されました。

グレー 装備されていないチャネル

青 検出されたポインタ調節

黒 不正なポインタ値

赤/黒 AISアラーム

J1トレース・メッセージ

選択したチャネルに関連する、デコー
ド・パス・トレース・メッセージが表示
されます。16バイトおよび64バイトの
メッセージ形式をサポートしています。

図3. SignalWizardのAUレベル・モニタリング

SignalWizardを開始して入力ポー
トをすべてスキャンし、受信信号
を判別します(複数の信号が検出さ
れた場合は、関連するライン・
レートとあわせて表示されます)。

測定器の画面には信号の全体像と
エラーおよびアラーム・ステータ
スをすべて含む概要を示すページ
が表示されます。

図3では、AUチャネル・マッピン
グの中にサブTU信号の構造が含ま
れるものがあることを示していま
す。必要とする信号をハイライト
してSelectボタンを押すと、図4に
示すようなより詳細な分析が可能
です。
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TUチャネル・ビューア

検出された各TUチャネルには、トラヒック・
ステータスを識別する専用表示エリアがあり
ます。Enマッピングを伝送するTUチャネルは
サイズ指示でハイライトされ、11はTU-11、12

はTU-12を示します。下線のあるチャネルは、
マップされたサービスを伝送するチャネルを
示します。装備されていないチャネルは、グ
レー表示されます。

チャネル構造内のポインタ動作は、背景が点
滅する青色のTUで示されます。

J2トレース・メッセージ

選択したVTチャネルについて表示されま
す。16バイトおよび64バイトのメッセー
ジ形式をサポートしています。

パス・ルーティングと
トラヒックの概要

ターゲット・パス・トレース・
メッセージに含まれるサブストリ
ングによる検索を行なうことも可
能です。これには、AUチャネルの
すべてのJ1パス・トレース・メッ
セージ、選択したAU内のTUチャ
ネルのすべてのJ2パス・トレー
ス・メッセージ、またはすべての
AUチャネルのすべてのTUチャネ
ルが含まれます。

図4. SignalWizardでのAUおよびTUモニタリング

選択したTUチャネルのビューア

選択したTUチャネルに関連する、以下のような結果
情報が表示されます。

• チャネルで伝送されるサービス・マッピングのタ
イプ(デコード済みV5バイト)

• BIP-2およびLP-REIエラー・ステータス
• TU-AIS、TU-LOP、TU-LOM、LP-RFI、および

LP-RDIアラーム・ステータス
• 検出したポインタ調整のインジケータ

パス・トレースおよびトラヒック
の概要機能は、AUおよびTU信号
の両方の構造で利用可能です。J1
パス・トレース・メッセージはす
べて、同時に表示することができ
ます。

さらに、選択したAUの各TUチャ
ネルに関連するJ2パス・トレー
ス・メッセージを、同時に表示す
ることができます。これにより、
ネットワーク内のパス・ルーティ
ング・エラーを継続的にモニタ
し、容易に識別することができま
す。

新しいサービスのインストールお
よび運用試験、またはトラブル
シューティングを行なう場合、パ
ス・トレース・メッセージの生成
およびモニタ機能は必須です。こ
れにより、統合エレメントの適切
なルーティング・パフォーマンス
を確認することができ、ネット
ワーク内のルーティング・エラー
を識別して位置を指定することが
できます。また、パス・トレー
ス・メッセージは、適切な信号が
不正な条件でプロテクトされてい
ることを確認するために、プロテ
クションの切り替え中にネット
ワーク・エレメントのルーティン
グ・パフォーマンスをチェックす
る場合に有効です。
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アウト・オブ・サービス・
テスト

テスト・セットの多目的トランス
ミッタと連結して使用する場合、
SignalWizard固有の全チャネル・
モニタリング機能により、次世代
のSDH伝送システムのインストー
ル、運用試験、およびトラブル
シューティングを行なう際に有効
なテスト時間を削減することがで
きます。これらの新しい伝送シス
テムでは通常、多重化に加えて、
AUチャネルのグルーミングおよび
スイッチング機能を提供するた
め、システムが処理する個々のAU
パスごとにテストを実行する場合
にのみ、その処理を完全に検証す
ることができます。従来のSDHテ

スト・セットでは、STM-nトリ
ビュタリまたはライン信号内で伝
送されるAUパスごとに連続してテ
ストする場合にのみ可能となりま
す。例えば、16個のAU-4を含む
STM-16トリビュタリ信号をテスト
するには、16のテストが必要で
す。SignalWizardでは、キーを2回
押すだけで、16個のAU-4をすべて
テストすることができ、被測定シ
ステムのチャネル・プロビジョニ
ング設定を独立して評価する、よ
り迅速な方式が可能になります(図
7を参照)。

さらにSignalWizardは、以下を識
別します。

• ネットワーク・エレメント(AU-
3、 AU-4、 AU-4-4c、 AU-4-
16c、およびAU-4-64cチャネル
を含む)を経由する信号出力に
あるネットワーク・パスのタイ
プ。

• 各AUチャネルのトラヒック伝
送ステータス。装備されている
チャネルを表示します。

選択したAUチャネルのTUチャネ
ル・レベルにも適用できます。

図6. パス・トレース検索ウィンドウ

図5. パス・トレースの概要
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図7.  トリビュタリ側の次世代プラットフォームのテスト

図8.  ライン側の次世代プラットフォームのテスト

信号内のすべてのチャネルを同時
にモニタする機能でテスト信号を
生成すると、複雑なテスト・プロ
シージャを設定することなく、被
測定ネットワーク・エレメントの
完全性を迅速に判別できます。信
号は、ネットワーク・エレメント
のトリビュタリ側とライン側の両
方に適用することができます。ラ
イン側からのエレメントを促進す
ると(図8を参照)、ネットワーク・
エレメントの処理の整合性を完全

にチェックするためにテストを必
要とするテスト・ポートを減らす
ことができます(ライン側の信号
で、フォワード・エラー・コレク
ション (FEC)を使用しない場合
か、またはテスト中にオフにする
場合にのみ有効です)。例えば、新
しいネットワーク・エレメントの
運用試験および受け入れテストを
行なう場合、SignalWizardを使用
して、ネットワーク・エレメント
を経由するすべてのパスが正しく

設定されているか、またエラーの
ない処理を行なっているかどうか
を迅速に判別することができま
す。

SignalWizardの全チャネルを同時
にモニタリングするテクノロジで
は、これらのタスクを迅速かつ容
易に、また包括的に完遂すること
ができ、すべての顧客に対して
サービス品質を向上することがで
きます。

次世代プラットフォーム

トリビュタリ
OC-48/STM-16から
OC-3/STM-1 ライン・インタフェース

OC-192/STM-64

(OCh/FEC無し)

次世代プラットフォーム

トリビュタリ
OC-48/STM-16から
OC-3/STM-1

ライン・インタフェース
OC-192/STM-64

(OCh/FEC有りまたは無し)



5988-2762J

070103301-NMC

Agilent Technologiesのテスト
および測定サポート,サービス,支援

Agilent Technologiesは、リスクや問題を最
小限に抑えながら、ユーザに最大の利益を
もたらすことを目指しています。当社で
は、ユーザがテストおよび測定機能の恩恵
を確実に受け、必要なサポートを得られる
ように努めています。ご使用のアプリケー
ションに適したAgilent製品を選択し、それ
らを正しく適用する上で、充実したサポー
ト資源やサービスをご利用いただけます。
販売されているすべての装置やシステムが
保証の対象になっています。サポートは、
製品の販売完了後も、最低5年間はご利用
いただけます。Agilentでは、全体のサポー
トポリシーとして、「約束」と「利益」と
いう2つのコンセプトを基本としていま
す。

約束

「約束」とは、Agilentのテストおよび測定
機器が、宣伝どおりのパフォーマンスと機
能性を備えているという意味です。新しい
機器を選定される際には、その製品情報を
ご提供いたします。それには、実際のパ
フォーマンス仕様や、経験を積んだテスト
エンジニアによる実用的なアドバイスが含
まれます。Agilentの機器をご使用になる場
合は、装置が正常に動作しているかどうか
を検査し、製品の操作を支援して、特定の
機能をご使用になる上で必要となる基本的
な測定支援を行ないます。また、数多くの
セルフ・ヘルプ・ツールをご使用いただけ
ます。

利益

「利益」とは、Agilentが幅広いエキスパー
トテストや測定サービスを提供しているた
め、固有のテクニカル要件やビジネス要件
に適した製品を購入していただけるという
意味です。設計、システム・インテグレー
ション、プロジェクト管理、および他のプ
ロフェッショナル・エンジニア・サービス
に加えて、校正、別途購入のアップグレー
ド、保証外の修理、現場での教育やトレー
ニングをお任せいただければ、問題を効率
よく解決し、競争上の優位性を得ることが
できます。世界中の経験を積んだAgilentエ
ンジニアや技術者が、生産性を最大にし、
Agilent製の機器やシステムへの投資に対す
る最大の利益を確保し、製品寿命が続く限
り信頼できる正確な測定を行なうことがで
きます。


